
第８回広島大学心理臨床セミナー 

日時 2005年11月27日（日） 13:00～16:00 （12:30開場） 

場所 中国新聞ホール（〒730-8677 広島市中区土橋町７番１号 ） 

（JR広島/横川/西広島駅より広電「土橋」下車 車でのご来場はご遠慮ください） 

座長 広島大学大学院教育学研究科心理学講座 教授 兒玉 憲一 

話題提供 

    若者はよみがえるか 

      中垣内正和 （医療法人佐潟荘副院長 全国KHJ引きこもり親の会顧問）  

    引きこもりへの心理学的支援の現状と課題   

      境 泉洋 （志学館大学人間関係学部専任講師）  

    家族会の立場から見た社会的引きこもりの現状 

      藤岡 清人 （KHJ広島「もみじの会」代表）  

   脳外傷者の引きこもりとのつきあい方 

      阿部 順子 （名古屋市リハビリテーションセンター福祉部主幹 脳外傷友の会顧問）  

    家族会の立場から見た障害者の引きこもりの現状   

      浜田小夜子 （広島脳外傷友の会 会長） 

 

 

対象：どなたでもご参加いただけます 

    一般の方，学生，専門機関の方もどうぞご参加ください 

問い合わせ先：082（424）6765 ［担当：上田］ 

         〒739-8524 東広島市鏡山1-1-1 

         広島大学大学院教育学研究科附属心理臨床教育研究センター   

センターホームページ http://home.hiroshima-u.ac.jp/trccp/ 

入場無料  

事前予約不要 

主催  広島大学大学院教育学研究科附属心理臨床教育研究センター 

後援  KHJ広島「もみじの会」，広島脳外傷友の会  

引きこもりに悩む方とその家族への支援を考える 


